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ク．染色体異常．造血器腫瘍学 (第 2版)－基礎と臨床の最新研究動向―． 日本臨床 78

巻増刊号 (通巻 1182号), pp.51-58, 2020 
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IV 学会発表（国内学会での一般演題は記載しない） 

 

V 研究助成（競争的研究助成金） 

 総額 50万円 

 

財団等からの助成 

代表（総額）・小計 50万円 

1 一般社団法人日本血液学会 研究助成      令和 2 (2020) 年度   

難治性 B細胞リンパ腫における治療抵抗性の分子機構解明：長鎖非コード RNA PVT1キメ



ラ，遺伝子内エクソン再配列，連結遺伝子の解析と臨床応用 

助成金額 50万円     

 


